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	学校
	どの子にも居場所があり 安心安全に過ごせる学校づくり
	《具体的な取組》  ■学校運営協議会および地域学校協働本部 　の持続可能な連携・組織的運営の確立 ■家庭・地域との連携事業の充実 （ボランティア活動の充実・協働事業） ■創立５０周年記念行事に向けての準備 （準備委員会の設置・計画作成）
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	自ら考え 進んで行動し 助け合う学校
	〜自己肯定感の醸成・所属感の涵養〜
	《めざす子どもの姿》
	ひろく　かしこく　たくましく
	ひろく・・・ 助け合うことができる子 かしこく・・・自ら考え 学び合える子 たくましく・・・・ 進んで行動する子
	《令和８年度学校運営重点項目》
	■小中９年間の見通しを持ち、子どもの資質・能力を伸ばすキャリ　
	ア教育の充実
	■言語活動（基本的な読み書き・語彙の習得・自分の考えを言語化 　し伝え合う対話的な学び）の充実  ■全職員で全児童を支援する体制強化、および望ましい行動を認め 　励ますポジティブ行動支援の推進  ■「地域とともにある学校づくり」実現のため、家庭や地域との連 　携・協働による教育活動の推進
	《めざす教職員の姿》　『One Team TANAKITA』
	■子どもの特性を捉え、良さを生かし、成長を認め合える教職員 ■学び合い、助け合い、切磋琢磨しながら授業力・指導力向上に努める教職員 ■教育公務員であることを自覚し、信頼と責任ある行動をとることのできる教職員
	田名中学校区 キャリア教育の充実

	《小中９年間でめざす子ども像》
	人の気持ちを理解し 助け合うことができ る子 【つながる力】
	自ら考え 行動することができる子
	【自律する力】
	《中学校区の取組》  ■「中学校区でめざす児童生徒像」の具現 　化に向けた幼保・小中・高の連携した取 　組の充実 ■研究のまとめ及び研究発表に向けた取組 ■持続可能な連携・人材育成の仕組づくり

	ひろく（心の育成部）
	かしこく（学びの育成部）
	たくましく（健康の育成部）




